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令和２年度 第５回 国立大学法人北海道大学総長選考会議議事要旨 

 

日 時  令和２年８月５日（水）１５：００～１６：５４ 
場 所  WEB会議 

出席者  １０名 

（学外） 石山，浅香，長澤，松谷，横山 各委員 

（学内） 池田，吉岡，堀口，西邑，中垣 各委員 
 
オブザーバー 
 竹谷監事 
 
配付資料： 

１ 

２―１ 

２－２ 

３―１ 

３－２ 

４ 

５ 

 

公開質疑スケジュール（案） 

共通質問事項一覧 

共通質問について（案） 

意向聴取対象者からの質問一覧 

意向聴取対象者からの質問について（案） 

候補者間の質疑応答について 

多面行動調査票追加様式（案） 

 
議   事 

 
議事に先立ち，議長から，６月３０日に開催された令和２年度第３回総長選考会

議及び７月９日に開催された令和２年度第４回総長選考会議の議事要旨について確

認があった。 
  

【 議 題 】 

１ 公開質疑の実施について 

事務局から，①公開質疑の質問数及び時間配分，②共通質問，③意向聴取対象

者からの質問及び④候補者間の質疑応答について資料１～４に基づき説明があっ

た後，審議した結果，以下の方針で公開質疑を行うことについて了承された。 

 

【共通質問】 

・共通質問案にコンプライアンスの要素も加え，詳細な文言については議長一任と

すること。 

 

【意向聴取対象者からの質問】 

・候補者へ質問を提示する際は意向聴取対象者からの質問原文のままとし，必要に

応じて，総長選考会議が当該質問を選出した趣旨を補足すること。 

・当日会場から受け付ける質問は，共通質問及び事前に選出した意向聴取対象者か

らの質問が管理運営に係る質問が多いことから，「教育」及び「研究」の分野と
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すること。 

 

【候補者間の質疑応答】 

・質疑テーマの設定は行わないこと。 

・１候補者につき１０分の持ち時間を与え，その時間はホストとなる候補者が，各

候補者の所見や当日の発言等を踏まえ自由に質疑を行う形式とすること。 

 

（主な意見） 

・意向聴取対象者が全体の流れが把握できるよう公開質疑の時間配分について公開

したほうがよい。 

 

２ 総長選考会議が必要と認める書類について 

事務局から，資料５に基づき多面行動調査票の追加様式（案）について説明が

あった後，議長から，各候補者から提出のあった多面行動調査票について発言が

あり，資料５を総長選考会議細則第２条第４項に定める会議が必要と認める書類

として追加提出を求めることについて審議した結果，今回の選考では書類の追加

提出は求めないこととなった。 

 

（主な意見） 

・記入者１０名のうち何名かについて判断理由を追記させてはどうか。 

・候補者本人の自己評価として提出させることも考えられる。 

・推薦者からは選考会議が求めるような真意は中々出てこないだろう。 

 
 

（ 以 上 ） 


